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「夢と志をもって・・・」　進路決定率94％
　日本初「産業科」として充実の施設設備

特 徴 価値ある資格･検定取得、得意技による指定校推薦、美大進学、一般受験も増加

主 な 部 活動
①自転車競技部（関東大会・全国大会出場　H30年全国高校総体2位)
②写真部（全国コンクール出展）　③美術部(全国大会出展）

学 校 評 価 生徒満足度「入学してよかった」：82％　保護者満足度「入学させてよかった」：95％
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総数６３３　名（男子 ３１６名、女子 ３１７名）

教育課程の
特 徴

４分野各々の専門性と得意技の習得、価値ある多様な資格・検定への挑
戦、専門性を見据えた大学などへの進学、ＩＴ・財務等を共通に学習する。
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募集人員
推薦：デザイン２１名・クラフト１０名・システム情報１０名・ビジネス情報２１名
学力検査：デザイン４９名・クラフト２５名・システム情報２５名・ビジネス情報４９名八王子市千人町四丁目８番１号

ア ク セ ス
ＪＲ中央線「西八王子駅」下車　徒歩１０分

応 募
倍 率

推薦

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 3.00

推薦

2.67
西東京バス・京王バス｢桑志高校｣下車　徒歩５分 ｸﾗﾌﾄ 3.10 ｸﾗﾌﾄ 2.70

3.60 年
度
入
学
生

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 3.33

推薦

ﾃﾞｻﾞｲﾝ

ﾋﾞｼﾞﾈｽ

2.16

計

ｼｽﾃﾑ

2.24

ｸﾗﾌﾄ 2.80
年
度
入
学
生

ｼｽﾃﾑ 2.60 年
度
入
学
生

ｼｽﾃﾑ

計 2.50

ｼｽﾃﾑ 2.40

学 科
産　業　科
（デザイン分野・クラフト分野・システム情報分野・ビジネス情報分野）

ﾋﾞｼﾞﾈｽ 2.43 ﾋﾞｼﾞﾈｽ 2.14
計

1.69
2.76 計 2.87

ｼｽﾃﾑ
学力
検査

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 1.27

学力
検査

ﾃﾞｻﾞｲﾝ

ｸﾗﾌﾄ 1.28 ｸﾗﾌﾄ 1.64 ｸﾗﾌﾄ 1.32
1.72

ﾋﾞｼﾞﾈｽ 1.24 ﾋﾞｼﾞﾈｽ 1.24 ﾋﾞｼﾞﾈｽ 0.80

学力
検査

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 1.18

自律経営推進予算
30年度(単位：万円)

2,560
計 1.33 1.61

ｼｽﾃﾑ1.68

1.17
そ の 他
の 特 徴

文化・スポーツ等特別推薦（自転車競技）
そ の 他

充実の施設設備で充実の３年間
少人数でのきめ細かい指導

校 服 制服
男子：ブレザー（グレー）
女子：ﾌﾞﾚｻﾞｰ(ｽｶｰﾄorｽﾗｯｸｽ)

www.hachioji-soushi-h.metro.tokyo.jp

主な学校行事 体育祭（６月）　　桑高祭（１０月）　　卒業制作展・課題研究発表会（２月）

目 指 す 学 校
本校の教育理念　　　　  （１）生涯をつらぬくキャリアをデザインする。　　　　　      （２）誰にも負けない得意技を身に付ける。
　「千の夢計画」　　　     （３）進路第一希望を実現する学力と教養を身に付ける。 （４）世の中の役に立つ人間になる。

今年度の重点目標 今年度の取組と自己評価
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①

｢授業理解度アップ」「学力ｽｷﾙ向上」「課題解決力育成｣への取組 1.今年度、都教委から学力向上研究校の指定を受け、１，２年生は年３回学力テスト等の実施、生徒対象の振り返り指導及び教
員対象の学力分析会をパッケージで実施するなど、学力向上と授業改善に取り組んだ。１学年対象に放課後週２回、　外部講師
による数学補習を実施した。授業を「理解できる」と回答した生徒は８１％（前年度７９％）と増加。　「分かる」だけでなく「何ができ
るようになるか」を目標とした丁寧な「学び方」指導や課題指示、小テスト実施等が効果をあげていると思われる。
2.自宅学習１時間の実施率は５３％（前年度５３％）と昨年度と同等であった。また「授業が分かりやすく工夫されている」と回答し
た生徒は７１％(前年度７０％)と昨年同等。教員８６％(前年度９２％)との意識のズレは縮小した。今後もさらに外部での指導教諭
の授業を研究することも含め、生徒を主体的に学習に参加させ、着実に学習内容を身に付けさせるために教科会を活性化し、
組織的に学力向上を図る。
3. 「朝読書」「ビブリオバトル」に取り組み、「朝読書」の効果に対する生徒の肯定的回答が６４％(前年度６７％)と下降傾向であっ
た。取組をさらに進め、読書に親しむ態度を育成する。

１．学ぶ意欲を引き出し、高い学力を育成する授業の実践
　　教科会機能強化、分かりやすく工夫された授業を実践
２．知識・スキルの定着と課題解決力育成
　　①家庭学習の定着　②課題指示等きめ細かい指導実施
３．言語活動の充実　　「朝読書」とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力育成策実施
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②

「夢と志」進路希望実現への取組 1.資格取得に関しては、基本情報技術者６名（前年度７名）、同午前免除試験合格２１名（前年度１７名）、ＩＴパスポート２７名（前
年度２９名）、商業系の全商１級3冠以上取得１４名（前年度２２名）、日商簿記２級７名（前年度１０名）の合格を実現した。英検合
格者が大幅に増加した。英検準１級１名、２級６名、準２級２８名合格（前年度準２級６名）。技能スタンダードの内容を含め更なる
向上に取り組む。
2.進学実績としては４年制大学志望109名の内91名が進学先を決定した。国公立大学に3名進学（首都大、農工大、静岡県立
大）、就職希望者３５名全員進路決定、全体の進路決定率は93％であった。今年度は一般入試に挑戦した生徒が難関大学（早
稲田１名、慶応１名、明治１名、青山１名、法政１名）に合格した。また、多摩美術大学に１８名が合格。２年生１８名が夏季休業中
等３日間、インターンシップに参加した。進路指導部が進路指導年間計画及びキャリアデザイン指導計画を４月当初に作成し
た。進路ガイダンス、学力テスト、学力分析会等を進路指導部が主導して実施した。

１．より高い資格検定・進路へのチャレンジ
　　得意技育成と大学進学への学力保証の両立
２．ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ・進路指導の充実、主体性の育成
　　①3年間を見通すｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝの実践
　　②進路指導部主導の統一性ある進路指導
　　③TPOに応じたﾏﾅｰ指導
　　④生徒主体の学校行事実施
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③

産業科としてのより一層の基盤確立・募集対策活動の更なる充実 1.産業界地域社会との連携については、今年度新たに、サイバーシルクロード八王子と連携し７月に本校で企業展示会を実施。
八王子織物組合と連携し、ネクタイデザインコンペに出展し６名が入賞。
2.平成３０年度も「スポーツ特別強化校」の指定を受け、自転車競技部は高校総体８年連続出場を果たし団体種目で全国７位の
成果を出した。今後も予算を有効活用し、備品設置、外部講師による講習、体力向上通信発行等に取り組み、学校を挙げて気
力体力向上と知徳体の調和の取れた生徒の育成を目指す。
3.昨年度に引き続き、地元米問屋との連携、保育園実習実施、地元洋菓子店をはじめとする地元商店との連携授業を実施し
た。いちょう祭りへの実験的出店は５年目となり地域との連携を深めた。今後も様々な場面で産業科としての特色化を打ち出して
ゆく。

１．地域産業界との連携等産業科としての特色ある取組を進める
２．部活動活性化、体力向上を図り、知徳体バランスのとれた人材を育成
３．全教職員・全生徒一丸となり、組織的計画的に広報活動を実践
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今年度の数値目標の内容
27年度 28年度 29年度 今年度 31年度 32年度 33年度

目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 目標 目標
目標① 学校評価アンケートの「授業理解度」への肯定的回答率：７５％以上 70 78 70 80 75 79 75 81 75 75 75

目標② 現役進路決定率：９５％以上 90 97 95 94 95 94 95 93 95 95 95

目標③ 学校評価アンケートの学校満足度「入学してよかった」肯定回答率：８５％以上 85 87 85 90 9086 85 82 85 80 90

http://www.hachioji-soushi-h.metro.tokyo.jp/

